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 一巻.。草書
 場長酉飼みのる.

 夢族計画がへ般の関心事とな四、これに同調する人々が薗
 糟し妄二奉.くなってゆくらしいことは、発表される受た.い南節

 やニンγソ中絶の統詩数字炉棒弁壷二語っているようである聴

 実際貧乏人の手だ/さんで紬と色人並の生活ができなかっ
 たザよ寧低い生活水準繕レは鉋つけら凱ている状態丑二目を

 一■っぷつて。冒本の人口過剰崇、八繭資源視するものは相当品二
 あるらしい帆これは戦前の〔兵隊㍑ノ銭5厘で集まるから
 銃や馬の去舳切だ〕という思想と共通する巻ので。人聞一を

 ・生産鮒視するもの加・或紬師生活鮎の意志と実行宇
 菩二欠けた人々で猛ないだろうか。

 人口が減ると国力が衰えるとか、昂族や薗家が滅亡すると

 云う繭拠も、今次大戦の結果がその誤靱であ?たζと毒示し
 ている。

 以上のことは大徹同じことが水産業特は沿毒漁業1二ついて

 云えると恐れ資源最蒔二一定の隈募がある.こ1と減唱候1二合す
 ぐ数字をあ終アいえない1二してポ今宮では程度の養こそあ
 凱漁民も秤政者亀研究者茜感じ購・るので濾なかろう加。こ
 れ岳二.反瀞の太が決ると守れば物凄岳二対青る不成惟加。為書二す
 る目的でウッ亭云っているとしか思われない。もちろん未刊

 甫の漁場と加、増殖方法の改農発選とか、漁鱈漁輿の改良や
 技術の習得衣野、眠られた一都の収入増切を計ること航淺さ

 れて居ザ叉阜れらのこと毫二限度がないであろ5こと落人智

 の進歩がある以上慧然0)ことであ為が、一そのこと㌧入口過剰

 1二よる貧困⑭征曜と豪混同し。青堕加えて賦なる養い。沿葦
 漁業諦蘭として縄鴬体⑳繍凄を目標と青る廣一策を好一ら出し、

 毎十偉か㌧るか判ら聴坪、強力1二この目繭暮二蟻って進む必要

 があ聾。昔ポ奮撫けれ洋間題濾撮本艶珪二解決婁叔ないだ易う。
 一ダー



 今の程度の状態嫡げる苧タぱ・洛苧漁業振興と一芸ラ様な・
 ちょっと聞くと大部分の簿岸漁民の生矯が向上寺るかの如き
 ナツカクを起青題目は棚上げする腰かあるまい。

 従来春小型騰曳⑳減船。の雪養殖漁場の整撰、その勉何々
 些い一くつか鋤整理方針が立て亀胞。発売裏組て来たが、全般

 重二あだつ貫司庶産璽策差して,蟄全滋清鋤奮機襲曇姦はてρ11

 仕謬る看うよ書目珀曝島れた{部…鼓碗仕馨.として綴香花火

 武聾二終ってしま5威がある'そしていつの揚香き稗掌酌調褒

 凝究静ろく1二号却、叉1ま多少1一。て塁.苗溺費鎌鋸邸結果よ碩墨

 いわゆ届率給酌配慮の方が発行し、鐙宰して麿事曇舵,筑棒
 ユヒき駒,てい拳ようである。これで…屋と、芋専ラ亀るソ連や李紮の永

 ・産1ニオ〃蓉とる・こと1二な亀.珪舳はべ真1二軸轟る。㈹
 でも積極論の方が}般に口あた悔が良く受亀島いも⑳であ牽
 が;・見せかけや、}辞しのぎの強が四で根本酌条件が蛮篇墨

 ②1ではないと思う。・一
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 産装麗水に闘享.る
 シッポタウム1二{困庸して

 弟子丸・徳留

 昭瀞妻タ毎度誰目本永塵挙裁期大錘援引続い宵し産驚麟永1二

 鰯す篭沢ソポジ1歩占jが広騒で蘭催言鈍鴛⑳㌘糧膚し篶岳

灘艦藤

 禽1融)逓繭黒板1き蟷虎慧汚濁1二襲す嵩永い躍⑳鎌究威黒彰二

 ま圭めしたデーター一杯銘狭しね蜻Φ締嫁畠扱債・る砲塑占し
 て鍵:唄麗水底び清濁萄定法1二.ついて碗発瑳てあつ㍍

 ・餅が一・で為義宙何年個貫声'釦・つて得沈醗究結果を〃
 分や3ク分で済ませるのだから自然(あ㌻して。畠幸して引

 こう稼ったから。こんな事が予想される。)と表った急符列

 車型の発表1二ならぎるを得ないし、聞く方邑二しても〔バテ?〕
 と考える一.ラち1二〔テブ)と.時間切れを釦も青る鈴が鳴るのだ
 からキツネサニつま㌧れた様な気持にもなる5と云うも⑳o

 〔こうした会一纏営のγヌテムに無1躍があるんぢやないか〕
 〔イヤー㌣説明を理解出来ない吾・が結局悪いんぢや〕

 讐同行⑳工君七ブッサクサ云いながちもわぎわぎ広島のんぼ

 靱まで妻5たから㍉二虹と・.…」
類簸燕

 最近の傾向として水質ぬ潜渦状態を判定青る基準の置き方が

 非常.に厳格1二なって来ている。今迄水産物届二対して害を与

 えない(叉は与える)程度の有讐成分の最ほ確かな根拠1二基

 いたものでなく〔差あ、大体この程度⑳濃度のものは水族は

 対して、簸警(叉は有讐)だろう〕と云っだ・あいまいな意が姿

 かったが最近は苧々しつか易したもの毫二圃め舳ハあ㍍
 そして今後の厨究は掬樹なる有害成分も絶漕に排出してはな

 らないと云う極めてきぴしい精論を導き出す為重二進められ茜

 一・3一



 と云っても'過言.ではなけと云う徹揮ある。

 従って水質⑳汚濁状態を峨定する方法1二しても敏速1二してし

 加も確実なものが採られるだろう事は云う豪で色ないがその

 方法の二、三の鋼を範耽犬の佐藤氏の講演よ冒引用して見よ

う

 (グ)嫌.惑量判定盤

 右図の棲百二丸い永穫の4ヶ所

 を固定壁で仕切簗、、その爾欄

 よ餉、清水と汚濁水舜注入す

 る。3分のタの円周の所『二上

 下可動裳蟹で取継'づ侍る壁を

 設け・そ岬岬底部暑二率水孔
 を設ける。清水と汚濁水はこ

 の墨茎畳=二よって混合を防⊥ヒさ一せ

 て挽く。

 清水区1二点静入れ、それ一1二視

 I覚刺戟.を与えで康蜜右鰯一1轡尋二
 誘導青ると魚ほ一泳いで珂勧壁

 1二突撃・当るp

 その時,.可動壁を取弱隙くとその書匡創二清水と汚濁氷の届が

 '緯を繭し咋冠え汚い壁を任る。若し魚が清濁水壱嬢えば∵

 その部骨から冬聾もぎ窮い,魚た対して叢握影響弗与えない
 清濁水で流れば視覚誘導亜二よって清濁水産1二泳算入るの一青あ

 ってこの方.法は魚の嫌悪最判定1二は極めて確か彼方法だと思

 われる。

 (2)BiS鯛畿y玉二俵る一着按
 写is&s竃争軍と1亭生物学的試験の婁だがこ⑳方法は今痘の
 方法1二此べ藍か畳二鋭敏'で義為

 碗蒙.ぱムラすギガ㌧{糊口型幼些1を義嵩穣聡汚水虹瀞し、て一使



 玄I・蟄余種々の麗櫨・の・浄濁承掘懸蟻一ぎ鷲ど翻濃,藤棚池か、
 生きる・か薪.判篤し一ζ一清濁於碗形饗静鋼る方捧で.あ一昌由

 蟹)指撰生物岳二よる方法

 '窺揚'調査の際は最。悪の汚濁状,態をつ伽むこ.と一郎襲まレくこ

 の目的備為1こ・摺穰隻靭が利踊さ舵る醇

 二。三三ρ)調蛮で濾清濁進行膿つれて生物の種類がj戯夢す。る冒

 調査時.の清濁状況の如個を偶わ・す,・惰・濁⑳隈嬰晦こ・⑳措漂

 生物1二よって判定するのが合理的であると考えられる.

 何れも興廃深い判定法だと思は躯たk

 パ〃プ廃水'と.は関係ないがダム放水が;漁獲商蜜滅牟さ准蕎

 と云う鍛昔もあった。

 ダム放水と云えば漱永一(淡水)であるが、これの影響・でニソ

 リ漁獲高が減少し沈と公一う⑳で。一寸奇異階愚わ脇るが、講

 演を調いて(威程〕と血った.
 ダム放水の水質は砥の]=場廃水に比べ、有機物、'}亘.讐何ら
 普通の河水と璽苅・ないが、それが・降雨等で極端呂二糟量し海'水

 中暑二放出ぎ糺る・と、海水の'性・質が変化し一,・ナリ'の一ゆ盲泳路が
 “、

 変わ切結果的1さほ、汚濁1二俵る影響と見なさポる;そ」tノて倭

 の対策としては結局。淡水にしても、麗水と同繕一乗尭二なるの

 だ加昌海水と金く同じ・状態(P'互安調整し。塩を加え為車)邑二

 しτ、放出青る一のが最も良いが実際事二は不可能だろうと云う

 尊である.

 研究墨羨が終っτ加昌広大の松平教授から氷塑汚濁防止芳あ
 立法他蔓二ついて一の・一二つの提案があった`

 郎ち〔薗叢廃水.は遡去多くの研究よΦ見て、水産生物1二何ら
 かの審が'あ.る。〕.と云二5ことは分っている6



 そこで籍^走研究着は研親密続行すると共ほ二方では研究者
 が一丸となつ.τ学術会議量二訴えるな易して,国や当・局た一目

 も早く〔処理法〕な鉋(防止濃〕な国蜜立法他する様強力1二

 進芦て打つたらど葦だろう。
 露二に魔氷ばと⑳・よう一に処理しでもI元の天然水には・返えらぬ

 筈であグ永い年月の間1二は処躍さ鮎た廃水でも沿岸水域を

 荒廃§せ'る婁が予想さ'れる■一

 従って廃水!の研究亀長日月を考慮購入れた上で⑳研究が望ま

 しい。I・'

 永い間の篇積によって荒廃しセ秋域はその影響が窺われ始め

 た時には麗に季遵れでほどこす術も一ないと云っだ事壷二な⑫そ

 '与である。原水爆⑳稜警研究では鐙伝学等,多角面よ④検討
 がな・されている薬も考えて戴きたい。と云りた要旨のも⑳で

 あった。

 こ.のうち第8一点1二ついて種々論議がなされた.・

 '最初この立法他に対し.て、時麹が厚いと云う声が亀った。翼
 由とし七〔魏裡の鮭水研究.は各個バラバラで替工場.毫二よって
 廃水の・性質が遠つ一て来る醤で.あ.④立法他す一る・些なれば鰯々の

 魔永居二ついτの有害物の許容範囲・曾釦ら飽ぱならな.い'。まだ

 その確1か頂数字が判明していないので立港化の基礎紅どこ貢二・

 もつすいづ耽ら良.些・如・わからぬ』・.〕
 これに対して

 (現程迄⑳結果数総合して一つ⑳枠を決め.そ胤曙よ乃て^熾・
 蓮準常.決め,幸蜘事毎趨駒品二研究テーマ.を・続}発展箒せな紬昌
 次第1二律静総めてゆき永い将来1二抵完金煤近いr水蜜跨提防・

 止法」が出来てゆくのではないだろうか。壱二の捧静きめる

 r立溝他黍賢.金ガとか公分だ.亀の蜜・一緒滅し。た畠蒐いと.愚う〕

 〔研究結果蟹,舳君こ汁席一捻漁.賊補償問題⑳纂榊・⑳一為
 が。或いは棲.警状濁衡霜・るため0).畠Φか、ど⑳方.商・ほ餅第静

 発展させて掃くかそ肌為⑳…つ盈)目標を与え.る意曝.で軍法他
 一'色一,'・



 漉庭いたろ葦.う..,・,…
 1弱い蝪・嫡民が工場坤してこ棚上汚濁さ舳鰍瞳
 鋳出塁か暢な㈹ξ強く船出す篇1二邑立法猫が鮎・・坤
 賛成論が多かったが・液つき㊧した結論は得ら弗なか?伽

 昭利30,3グ年度

 いわし漁況及ぴ産.卵

 耽汕、永山“布高田。小松..謁

 昭弘29,3σ年度鹿児島藩内かたくちいわし資.源調査

 まえが暮

 鹿児鴎鱈内かたく高いわし鵜りいで醒5し島第忍号墓二そ⑳

 産卵状混奮記述じ鶯が奉脅甲憶そ棚後の状態及び漁況漁獲

 萬の変動とこれ1二関連して萬笹町小湊のシラ土の漁獲1二つ

 いて綿ち和
九漁況

 鹿児、島濠内かたくちいわし抗しその罎どんどが本県重要

 漁講であるかつ始りり漁業⑳鶴料として利用婁れるかつお

 擬繋1二不可奴の地位を占めτ蜘饗“湾内でかた.くちいわし
 を対象と青る八因縄(I敷網)ば885艦で地曳網は∫23

 統で簿内湯津漁村の主翼漁業であ竈、こ鮒が資源変動岳二よ

 る漁獲⑳豊凶は漁村艦.済華二及ぼす影響が極めて大きいので

 本籍で1ま身8年度がち引続婁臨蝿緊簿でかたく為いわしの

 欝源調査釦雫飢バいる曲こ⑳調査は湾内⑳主漁驚根換粥
 で壷る、,墾汝吊牛糧、吉沈餐漁麓管内の八田縄瀬船⑨.襟糞

 艘二ついて覇豊し篶。.
 一7F



 2.8鯛・易・9I毎度パg声馴二神る蔚漁馳'して纏・
 轄翼部伽敷樫率糧潜葎と=鑓畠寓偉の古里轟水“滞が。膏筑っ
 ている麗

 員湾壱3θ年度昌二缶吟。る矛簸嚢萎理頁極1タ～51位はこれらの繭1壊姜で

 占め.畠れて絵書面もこれ亀の海域でのか篶くちいわし漁獲

 鐙は蟻触二島け嵩総漁獲鐙の大半を占めている。

 因み真二こ甑島の海域での漁纏割合曇錦藪別彗二みてみると。

 28緯度濾総漁獲麓の7夕ぷ%

 29隼巖渡〃386%一

 30隼慶は〃・6佐ク%

 となつ.てい亨湾内暑二おいてかたくちいわしの主要漁場であ
 るこ差がうかソわ犯る'o

 亙工g8筍二易9毎度五工g嘉昌二30年度の漁場図壷示す。
 丁薩∫一

 漁場碩位は平均漁獲鑑(㍗区画1二捨肪る総漁麓高を態

 出漁統数で膝し港南)総漁漉汲錘出漁統数1二ついてそ脆

 それ順位密率め一連酬二お啄る享讃の合計の最小値1二よ
 ってきめた。

 一・8二一
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 拉g2
 漁場順位一一(30一理～3!3)
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 、・キ坪…霧氷古注漁触濾蹄銚郵・‡率・一パ
 年度盛月。馳漁獲萬を王1ig31二示じず二年闘の盛漁纏Z

 .刈㍗平11二率㍗細佃濾鰍I非鷲曇二へ漁獲蕎
 .の隼凌勲一かξI見定藍漁め摩一継この鰻向は顕著'で率つ壱重
 ・期.3ヶ.肩.で毎聞の夫半が漁獲さ狙ると員、てよい。

 B隼変動∵'.''一I一一…h

 ..・鴫竿吋岬鰯壷雛階よ?て2妙婁.・頼
 .∵琴動影。示い1㍑れ1二よるとμ～バ1ま鰍餉以・
 1㍗糾7予纏繭頼半脳下岳二なった一像一
 盈8毎一睡繭毎の約3幣の漁獲があった嵩.碑へ名号.年鬼激

 凱3雌織鰍とザ騒めτ不雛な状態にある丑逓.
 剃ル類蹄獲統計1二よる差マ〃シ、ウ〃メイフγが
 漸滅してい為の岳二辰1し、ひと勢かたくちいわしのみ濾増

 …叩し㌣岬;一1学構内Φ前述の儀叶こ妙たくち
 ・一岬準季舳岬因11よる千1舛糺呼薄の形状
 木㍗舳∵ジ∵

 。二μr
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 産卵1二?いて.I一一一…
 ㌧鹿児島銚申けるか落くち1中しの醐1二ついて・雌
 3月畢降毎月土旬簿内矛θの定、竜(別図).で調査静行って
 いるので報春する。方法は特ネット(口緩宴5脇.GG53)

 ㍗～o舳.謹直採集による・
 本邦卸売くちいわしの産卵すう勢は溝部程産卵期減長く、

 主藤棚璃は春萩2回あって}般傾向とは逆1二審奪よ垣畠む

 ,しろ歓劉二歩く産卵がみら舳二.
 産鞭場所1二ついてほ春季は溝口1二歩く款箏濾湾奥1二飢・事
 が認められ夏ほ鐙駒壷二少く分布緯不明瞭ゼある。
 3汐毎3月以降⑳調査を前年同期1二比べると比較1二ならぬ

 握象く春季産卵は前年萩泰⑳山よら姦か1二高い。
 産卵場所は前毎と1表ヅ同棲1二見ら犯一走旭

 τabユe8葭二月別卵書票集数

 坤1・ヂ1幸衛別・水域別物集数
 亙ig・61二季節別卵分布図を示す。

 丁勧b1e汐月別卵採集数

 雄目434、
30  撃ξ7

 〃儲・∠第!・・黒
 河7rザ…
 .工包b1e2羅節別、一水域別卵撰褒敬

一薄目口青
 ,中央部57,・・
 簿.奥桃・

 」8.3一



 亙ig.k 撃簡別一卵分布二一図
 (3α4・～一3!3月)

 45'ζ.'有  Z8:9月
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調査定意図

 かたく,ちいわし(しらす)調査

 臨鵬県外ら青産地は薩摩半島雄犬1弓平毘雛の砂浜
 地帯であ裏'紅航海区水産研究所の企馴二もとづき薩摩半島西
 葦カロ世田市萬捷町小湊漁業協同組金鎚先地史鯛による漁獲物

 象対象として調査し証。

 西海区水薩研究所司二よる調度要領は、・しら青が瀞象とされ

 ているがこ鵬.萱では地曳網で漁獲§れ子かた1くちいわレ稚
 漁(煮干原料).総科書二ついて郡査したが,I別表に示すと蜘⑳
 毎変動は審撃が好況を示した.



昭和'30年度

        月4.与凶I喜日・8Lリ        え5喜篠5ア50£名59五556`り        総漁獲量338ク2∫z342

        鱗442499クグ品23裂郷ヲ25Ig
        出漁統数2382仏88422686
        漁統数3ク6μタ32£684
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 米之蟻ソリー漁醤癌斑一

 永山'・記

 台風タ5章雛後・・.軍師上昇と華壷干卒温は乳夕0月
 上旬1二入ダ漸湖上咋上軸示したがグ・・月中旬に人1頃朝
 夕の冷え込みと薬1二水温砂低下を見瀧苔綴付は・適当亨=抹態1ゴ

 なって舵一・怠㌻申ま咋碑気象時!卿と出㍗
 る糺服早い時はμ肘0轡前後室二飴幸購6爾後罵豚1
 殆んぎ延払・紳完了骨るゆ秘さ蘇・球毎撞・議靴野頼あ
 φ㍑日加ら簿込参を一始めた;、一
 本則昨靹様牽・・師∵熊本からの依即種琳を打

 っているが、こ卵ら一櫨全部浮.ひ・㌻、.網ひ㌻で“女竹ひy瞭全

 然ない。

 米之津地先に.叶ては…まだ率んどが坤ひ灯奉るが本
 年は網ひオ500枚一(昨年はタδθ枚)1二糟.え、軍始的な女

一87一



 竹ひソから水平ひ州二転向しつ㌧あ…ることは喜こ。ばしいd叉

 舶い?傾向として改嘩島式(伸れひジ)が相当数増え
 て来て1:ることである。ごの武は在来から朝鮮莞島で行岬
 た莞島式のすだれひソを熊本県金子政之助氏(戦前朝鮮在勤)
 等の研究月二よって改良されたも⑳で、それが更壱二富士川氏讐
 の研究1二よ藺完金な水平浮動の現在の浮〃ひソ〃1二改良され
 たものである。改良莞島式ほむしろ帽式と云おねぱならない
 "ひソ"であるが,浮〃ひΣ〃の欠,念として風波の強い漁場

 で砿破損の奉加多いので旧式なグひソ〃と云えども手数管は
 ぷく点から、効率は落ちても.この方が向く場合はあ糺毎回

 の手入管理がで.きない、一いわば欄着着向として良いときがあ
 Iる。管理が充分セあ胞.ぱ、同じ場所、高さであれば浮ひ㌢よ

 ○成績が臭いことはあ聾得凌いものである.

米之津海苔漁蝿気象海象

㌧ゑポぶ
二脇三1舳引
 "、仏、。ほ鵜
 〆・・…i螂・1
"12380!2330一
"12395増"
 〃ぷ4.60222ク

 1,慧室1フ1
 ・'・1k1鮒…岬・j・…1
 1絡測,汀㌶揖
 ・〃ik12300;Hは400,1螂71
 ・〃■・一郷・1…1・ユ0・1・抑

N222.40ミ23415≡
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 Eア12α85…23.891
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水温変他麦

三

2

2

2
2

-
1

201

/

∴∵∵
1111

 9、ヲ0'汐23班56ク8.9!088グ」2熔偉悠.グ6.

鹿児島簿甲突川尻潮間韻測

 前田・永山・九萬田.

 海苔ひ甘麓迅及び養殖のたあの基礎資料を得るため鹿児島

 帝甲突州一触亨1、て潮間翻測締ったので結果鴻表す糺
 観測日時悔和3ク館φ月26目

 調費項目一反ぴ方法

 原則としト鯛儀r暮二鯛し溝叩雫潮馴二暮干狩畠二叩雫
 実施した。

 蹟昌気象沃侯、気温、雲量、風向、風1去
 海況水温、比・重、一潮位、潮商、潮遼、水色

 方法気象、海象の基準方法は海津観測法に拠った。'痛位

 は琴他一精標尺こラ.(タ0セyチ亥匝み標尺)を嬢て㌧
 記録しテニ。

一夕9一



浄築概要

 天候快鰭1二めぐま幽鯛測とは拝都会助った。
 気温平均27ヲ5度で午前中時間の経過と共に漸次上昇

 しているが牛後監二なって風がや㌧強くな客気温の低

 下が.みられた。以後風はや、弱くなO!5時1二は4

 日最高の297度豪示し、!8時から2.0時までは

 毎時一夕度位づ、降温し,後濾漸次低下している。

 水温一大春の傾向として減44時～汐と時を最高として繭
 .後漸次低温となっているが、8時からグ0までは降

 混状態で80蒋は簸偶2夕20度を示している。こ

 血ほ千潮と薬1二甲雫州の冷い水水流れ.出して来た.た
 めと思われる。

 (別区参照)平・均水温2Z0度

 拍重変化が著しいが大体一潮の干満と共曇二高低がみられて

 いる。'平均化璽8る00

 瀬位'高さは叩⑳雫低を。秘叶て干出時間を求めてみ.
 る。即ち・基準は建込み橿尺の最†位となる。

 満潮時は何れも標尺2/0鰍で最干潮時一10.脇.を

 一・示してい・、高'1(別南〃潮位と干出時間〃参照)変化の
 .状態は別区の通,優で為る
 海蓄養殖の初期の適当な干出時間は4時間～4時間

 30分と云われて.いるが・己れほ顧尽のタρ.物,㍗6

 0物の範囲となつぞい'る。.

 潮向引き潮では初め、粛え五合目潮で東え.と.漸次、反時

 計廻い二転向し、.最肩潮の引ト・狂時は裳耽I窺え師れ。
ている.

 ・}方瀞出潮一で億.初め北え五合目潮で東南策～東え幸
 転≒内1している。・I・・

 潮遠満ち潮引き潮共に千潮時からユ5・～3時間前後のξ

 きが最も速く調査時(大潮であった)6・0～汐0・0、
}20一
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観測変化.図表
比重

 気・温

水糧

備鴛

 潮位と、手出暗闘

 グ0.00ηh二F出時陶



 ギ“.∵㌻∴、{玄
 麟1・・い.

ウネリ

つ1

 一0σ1)じσσOσ◎

 水色し』しら』』.』・ら.

 ひポ。

 』』ら_一一

 (乗滅魚〕
竹下克.一

 女のブラウス1ま脱がせても.ズ四一ス(失礼)と:探偵小説最後

 の・'頁濾めくるものではないそ1うであ糺スリ"欠乏症的探.
 債小説の壷読者竜I怪奇となぞほ.包まれた幾百頁によ萌稽ス田
 〃とチソヌ・ペジス釦瀦喫し克永壷二見えたが1義1後竈;:名探f貢の紫

 煙静く㈹らし肘がらの説明牽.臨げば、それは常呈ま馬鹿げてい
 ることであ望、そご1二は何らの床可思議もな.ぞもなく県我々

 の心翼的盲,薫を強調したに寺きな'く,スサμ伎乏症は叉元の

 逓…状毫二婦;つてしま一うものである'よ

 蛤よそ我々の周爵品二構たわ馬なぞと釦不解と云うものは探衡

 小説1二かぎらす解決の衆口を薬外我々の身近か住処1二発見出

 来る邑のであるが過去の艦験よ.o生まれる先入滅蔓二よって稻
 見逃青場会が多い6一

 話は一躍するけれと邑本県沸含ほ1ま一毎秒三千五百四千萬立方

 米の英一大な流量を持つ黒潮の流れがあるが共の後さ重要な原

 一〃一一.



 因岩順巾即.ち吹送榊三よる箏ても我争が黒潮たけ1まついて
 蕃へて見るな亀ば自六列島蹴潅の大気岳二蟷何島菜⑳穣な海流

 を超し得そ葦琴碑.瞳喚いでい棚・然し地灘表面膓3貴律3を
 占る海洋が篠に或葛“富な走向岳二流触。鋼べば乾赤櫨海流が

 黒潮ピな聖西風波漉と呼ばれ、ヵ〃.赤〃`ヤ塘流を鰹て元⑳
 耽赤道海流と藩洋備表面を鷲岳二大循環蜜な害しあてい.高源が。一

 中緯度⑳轟酋風や赤道寧近の貿易風で此等の風よ巧超亭流れ
 11地球自転1二由来するカ静考亭寺るとき宮本遊海峠郎充
 伽二説関される⑳千島㍍
 海洋掌の何らかを知らぬ私が海流の説明を・。Hなどと、。

 だいそれた考え崇仏は起しているのではない。良我々⑳周国

 一1二はそのよう奪窺象が趨勢得ξ.う1二思へる源因暑ま何〃ξ存瑳
 しないよう1二者へられながらさ今少し我々が外部⑳条徐密著

 慮し総合的墳二観論を組立てて打つたならぱ充分1二説明出来る二
 1躍由呂二よ。、名探偵なら寺と邑問題の鍵菅発見し得る場合が

 多いではなかろうか、叉我々は其の現象の一部は琴べても輿
 ⑪全容は我々のカで1ポどうすることもできない窟鴬酌な流れ

 と云うか真理が存在しているの註二気付であろう。

 澄岸から櫛合へ=離合から遠津とか漁繋技術⑳改良と知多く峨'

 こと柄が陣ぱ.弗ているが之箏の究極の目箪が“四で悉多くの
 魚豪獲る婁に於て漁民の生活の安定と向上蚤静る・ので率る砿
 ちは本県の串木野や枕崎港を中心と青る薄.延縄漁業やヵツォ.

 'つ靱漁糞は決して英の稜梛二於て飽馴二密っている邑弔では
 なく特曇二串木野方颪の延縄漁業技術は微興基二優る}面帯持っ

 ている哩二加㌧壷)ら、中マグ藺甲カヅキ麺…系鑓漁業としては≡莫銃後

 進性豪認めない量)け毫二はゆかない。勿論これ箏ρ)発展し得な

 かった理由毫二本県が池昌二此ぺ腱大な消費都市静擦克ていなもぺ

 婁も大きな原因であろうが問題は本県の漁誰形態百二あ嵩⑳で
 はなかろラか叉これらの中に発展を・魔んでいるかも鋼れる幾・

 つかの要因を取除こうときれも否これらのことについてあ曇

 一23・一



 岬叶1.午、1←なかっ年州ま夢か亭.、1か.一.
 漁業を1寮定した産業1二支詳為1二単塗な資本φ広六量二ついτ本
 県の畔形雛侮季り触本の邸を阻んでい季原甲が漁業.
 ⑳不安定だ舛ドよ亭邑の。であるかどうか率革綱実が船長で毒
 Φ弾頭1吋牽影即多い本紀の漁業で1減の靭1桃⑳率
 陣は卯牛或叩拳が未漁に卒れ1事やれ築鮒増殖專紳と
 か呼んでいながら野漁ともなれ耳ま漁民の聞で.はいつし車・実;の

 熱もIさ昨榊不即場合濾琴姶苧か亭鎧酬や頃触昌ね
 ば・な畠珪い擦鵬七よいであろ1か、琴の知れ仰事確.
 醤し㍗亨・今械苧甲㌣て科人1ま坤題は㌧用あ・
 ろ一隻.I

 、鵜し†率今妙÷戸艦済学卵調卸研率を1妙とは繍・
 具警部野文岬繭臓銚苧え†琴々自身の鯛とげ.
 散弾手乍財鱈印な芦ギろ㍉
 我・纏人1まどプ1碑我・'独善的㍗g顯鰍予ま勇単鰻.
 視繭で奏錫わし机・加.

 寺雫率畔竿岬箏1数の様グ範釦ある1
 ギ鳥牽細よう1干自岬眼去噸卵倒1二ついて師着の眼で
 昆子率坤叫早で見る景色と別幸岳二丸で薄㍗靴影の.
 雄寮嘉ぎん破1二見える加・、.、・」

 あ羨岬郊特秤触・れ水轄舳.島二は舳歩鮒人關.
 本来⑳爾磁競で物窮崇島たい邑のである。

 朴・.



 麓2・H3次.二・^、
 顧無一本か⑫漁業試験

塩田正人

試験期商

使用船

乗組員

漁.具

'餌料

砕氷

漁獲量

 第早次一肌滋.3尺9851～92z('一ク百問)

 第g次航海3Z92仏～汐0.4.(ノク日間)
 試験船ちと弱克'.ア957トゾ50距魚擦.無麟駿魔

調査員塩田船員9名..
 瀬箪一本つ亀具7鉢

 鰯深瀬つ'建具.3組(麓2次航で2憂間健用した
のみ)

 第2次航海メ与力、.仏8貫.(揮蔵)冷魔いか3婿
 第3次航海〃、.・〃

 窮第次航海ぷ.トン第3次航海6}二!

 備2次航海罎・.ず二、まつだい。.赤蛙ら外
 総漁獲物茄ク評

 灘'呈次航海I

 .船内給与岨英の鞄よ賃50θ匁.

 水揚3?潤57匁グ651客離00円

 ・昨・I㍗だい・ξあ勉
 総漁獲5ぷ3貫6θ0匁

 薙き内乗合与尾鷲000匁

 フk揚5μ7賛600{虹タ698ク7円00

 r25一



縄趨

 一ヅ岬刻1漁一■一0嘉一声侯1気温一,歳鮒ヂ夏二潟
 、ダ㌻∂竹㍍常筆ギ汐二、
 鰍ポ1・1.瞭1〃1・・.・仰1
 。海.・㍗・1・い亨1・ク・1S!1"1顯
 fSグ一278

 とi雛1・・1〃台1風㈱州灌1峠・ぺ1∵
 ll・1・1・1・!・・l1之1弾1晴1脳1・・1・・・1、
 次ミ・1舳≡小臥蛇島1中01平中一よ・1淵・1雌1・聡1払1
 腕リ・1・・ω"1鐙1仰1N㍗"11
 海一・・1・1・1雨ミミ鰍岬・1柳叫・・1・6.・え・畷
 ㌧α・1・1・・1竺鮒,1醐・1・・11洲1…;・1緩…

 ll∴二、、1.箒ξ㍍1二1‡lj一・';

 1・珂ぺ・
 1..以1o
 l・一一・・一・・…一・・一・・1ユ・・㌣・一・
 i瓦緩13え
.1!
1;l
l1

1王1聡1列
1-

 1週。・急≡3

1;・1
 1SW急12{

 SW急2・

,雪一3

長3

 ÷1斗・
11
ぺ31
1i
架131,

!

313
・1・
3131

・1・1
213.



 第2次航'海一.ニミ
 9月ノ5日∵†'

 !仏55鹿児島発漁場に向う

9月46日

 0530漁場者(竹騎よ靱SS週4漫)漁業従婁、

 o9ア5迄操業するも、潮流速く縄立悪く(N瓦流蔓

 藤皆無、擬叢打切蓼屋久島サガリ曾根畳ごて操業⑳た溺

 北上す、ア540よ⑫48;00迄操糞したが夕ま寺め、

 黄ホタ、きんぎょ,儀か喜二ちよう獲したのみで擬繋断

 念南下す。

 9月ク7ヨ

 0500一心駄蛇島到着.、直ち喜二擦叢開始,・午前中は魚

 群探索1二暗闘蜜遇し、不漁と思われたがクエ00翼より

 ㊧次欝1二点灘軍家静探一索・餌付良馴二て好漁い㍍
 池擬業船2隻を見る。同島周辺はかつ。島漁膝邑操業し、
 良成績密揚げて居り矛二模様であった。一890.0-

 4930オーしオ岬イジy鮮度保持試殆実施
 g月ノ8目.

 040、憂.小甑蛙島車E磁1二仮泊の一まい二で操業開始.
 ノI時間位のラち30貫の好漁、0Z00よ萌位蟹蛮1更

 撮叢2・・δ00擬嚢中止、8930-20.00オーγ矛
 マイ㌢y鮮度保持試験実施

9月89目

 ・今航海は天候1二恵まれ本国も良好、潮流1ぬ変化参く丁
 定しない、が緩や川底ため、漁場変転によ勇若干のちよ

 5獲あザはげしい鯉付紙ないが、がみ、だ肩、なくちよ

 与かくされた。.8930作糞.終了漕
 9周£o日

 連目の好天に全I員張⑰切札大潮の関係.が潮流急とな

 句、.次露1二餌付緩慢と一なったのヤ、氷、一餌料0)関操と
 一27r



 次期航海の(小潮孟二.反るので)^、箪傭邑あったので、操
 業打切⑳帰途につぐ。・

9月28目

 8・3L00鹿」尼島秦茅、次史充…張の毛責込み準{薦にzk霧幸準備を

 。完了.

9月22国一

 鹿児島県漁逮え水揚

窮3次航海

 9月2μ冒

 就航撫よ㊧引続き出続予定が台風接近⑳為に一積込のま

 ㌧と狂萄、グユ20鹿児島港鶏漁場量二淘5、・台風グ5

 号接近1二ま覇S瓦⑳風強く.渡演高。く時化1漢様と茂る。

9.月25目

 0疋3-0屋久一島,を過ぎ雨下するも.風波共岳二強く、文台
 風の進路N固昌二て直進の恐れ.あ。と」⑳ことで

 .屋久麗すガサ膚根、竹島弧倒漁場1二て0430一ノ0.

 00肇菱まで{襲撃…ずるも礁ミ著・窯喜壷二・して台匿L⑪為次菖至百二隻婁

 く止嫁なく山川港1二避難の為北土す、46.仏0しq川入

 港鐘1里二僚艦の準備

 ヲ目26ポー

 山。州・港泊

9買27冒

 台風85号も大隅半島霞方遠く簿裏通過、船、船員共

 .1二異状なく、タ5oσ質よ舅次徳1二なぎとな動タ7o

 .0出漁準備.遂'.7/0出航漁場暑二向ラ。海土・台風後の余

 波・末.だ強し。

 ヲ弓28曹,

 つ530口・之島上之瀬1二於て換講目的で準備したが潮

 時㌧叉潮流速きた机鱗不可騨1二で町青。
 0芙28ふ風舵着直に鰻業關始、午前中時他明,けにて

 一28」



 紙遠1鮒懸し一㍑g票よ頓・坤④緩やかな
 鯛1咋餌付良繋な1蔚蹄す目㍑・・操嚢止め・
 郡蛇燈台下昌二仮泊す目

 ヲ層2ヲ日

 06.30操業闘姶。商産前艦の雨下1二美鉋本薗δ相変

 ら寺大持他、然し潮漉緩やかなため.鉢村良好!6.0θ

 魔よ暢S・流1ニト鮒舳チ。しき坪付声.靱.。
9月30図

 前線遜率1二よ⑫鱒仏馳ゾ営利肌で操鮒㍉
 幸い島二魚辮曇二南た範齋魚す年師中7.0.貫をちよう獲

 及早。oよ堕漁場変更撚叢するも苧前中一に及ば寺
 8反。o操業中止燈資.下1二仮泊す。グ25貫

 80月グ'1葦

 。zユ。蔚8の漁場苧二Iて掻一業、.緩癌な鶴付嘉輻亨二6も
 次欝蔓二鶴付無.く,水滋邑今冒賦前航溝並丑二本舷瀧密通

 じ高温水漉れσ5て)章27ギ「cとなつτ層二つたが、一

 時・細象でタま幸単鮒一八・℃をなつ.納千叉緩ま
 ん葭二鰹付あ堕、ノJ、欧蜷W柵3θ0触の接叢し操業しタ

 80預=蕃ち.よ5蓋菱す。

 グ。月2省・

 掴や目那よ1や1なぎとな糺漁堤も酢目と風鰯
 酋は於て擬繋したが、餌付思わしくなく耀櫛鵜通働胆で

 て撮叢したが潮流禰患…習嫁あ倣たが解荷ばつ凄つとあ

 勿夕方まで実施汐θo質を島ぐ

 ∫0月3一目

 040むよ⑳愛麩無く輝糞08;.00頃まで脇付.き良好
 で島づたが、以降解漣無く叉水不よ重をげねんしたので

 止むなく婦逮1二つく0ヌ00

 ア。居仏冒.・

 06,00鹿児島入港同時1二目…本冷蔵kk-1二水揚
 一29日・



 繍孟臓鰍天候11撃帆叉率一淋搬は船台風タ喜
 脅1二ぷ㊧、山川溝1二緯灘すると諌言銃輝苫は為つ.たが也・瀬
 航海兵1二潮流幸い溺駕二て緩やかな為餌付良く好漁と表ラ結

 果を得ず二。漁甥蚤屋久島近海、蔽戸讐擬繋し沈が芳レく蓉

 .く小臥蜷島を中心胆“浬以内の6撮一夕50肋の割合浅所

 暑;於いて、.魚探壷二よ肇影像キャッチ云ラ庶叉潮流緩やかな
 為裏F為したと愚書二矯≡芹;=麦窪ネ申看薫N楓匡の?焦吉尋再二於ては50θ

 ～ク。o匁大の黒松の餌付良く爾続濠共1二費だが士てあつ

 溝。箏2次航海砿セメγヒシを使用したが欝3次航海渡鍍
 どγを使い換繋した。

 3次航海は縄丘ち良くちょう襲魯良好で議たようだ。後護

 嫁敵者よ夢邑、撰講動停,も容易で畿る。
 ユθ0筋～以上の潔海でさ魚操の魚灘簸のキツチが瞬間鉤

 百二蝿る様言二なれば操業.と1二も擾利を得ると思うが、現在で

 敏海底状況の千で也之等の状態と潮流の状況と営成案して
 擬繋肯葛とをが第一義色思う。

 曄テ勇充海兵暑二SEセ充匿二着令て川番箆く、どρ)～充れ'壼二も倉耳イ手は良
 かった。

 鋸の深輝?O臭は準備したがユ3回⑳使用じず二⑳みで止め
 た二。今準の試験!二於て鰭果をだしたいと愚5。

 一30市・



 円内薮・箏1重・一航

行易

久.2.好漁場



 米之津汚'苔堤海…況時報.

 遁_書王侯二気1重1磁鐘・水温丁亙蚕コニ〕憂一至二二コ

 享㍗1に箏篶髪萎蟻祥箏r
 ・・1-1・・刊遍鳩1・1鮒・
 1・…卵・・1搬!棚壮1牡・
 "≡侠腫協1㍗猟二簑・1
 省・1…1画・!螂・蝋・・
 23く邑簑閑ター醐列狐33組0£・
 舛〃12!到搬判22o利払7～〃
 盈圭一埠五u上製皿孤92'_ユ._

 λ.月

→

 塀承漁は中旬;二入って・㍑〃〃μ～パ7づリ.ダン戸㍑・一ノバ1粁壬

 艦下し、、.丘羨の遼寧ぷ。篤か島、2嘉魔静上下していました抽

、

 下帥雛甥診喪状雛鮎・昨鮒比べてや'高目看9示
 し、てい棄ギIo

 25引'糠鏑の結果20冨張込みの網ひび1二亀下図のよう

 奮ぷ～填ケ晶二分裂し一た濠蒼茅の潜生がみられます。また海苔

 ;手はや、`狂言,、ようですが漸次増加寺る邑の1と思わ.れま寺。

 魏養砲術8割の葎込みがなされで島免義すが、まだ蟻通串終
 って忌・ない人減塙できるだ肪軍く鐘込むよう呂二して下§い。

 (。o

 ㍗凡v
一3島一



 場長.・肩…誌・

 80月3日.I'

 広島で催さ一れる買求氷産事会及び、産業慶水調査シソポジ

 ㍗甲府に鹿犬で減未克嫡紬'るとのことで旅費も
 有効書二値え・畠し一よい機会だから本欝か亀I自分を徳畢。弟
 手丸の3名便乗さ骨でも曇うこととし、'水産部長。水産

 課長。人事課長補佐及ぴ担当係員⑳了承静得だ。

 ちと望孔明朝入港の薄給あ・鉋。一..照寓丸好漁場を探し一て
 移動中;今度一は良く.青いよ・うたa.さ普なみ号8グ月下
 旬.の移.殖完了差ぞ来之簿棚り蛙の試験用藩蔓;従事する言二
 め一鰯戯、早朝仏00出発1'

 製造部トセージ製造∴I養一殖部舳卵岬備蝉源.
調査整理目.

 !g・月練ら.雫職糾平3級舳㈹・嘱話・
 ζぷ;簑幾幾苫ζ1一㌣㍗専㍗r,捧

 ㍑叶冒I・・'一∵'一一'∴.
 ちと切免=前回を土繭る漁獲喬ゼ軍磁矯薦、・但しI今回臆単
 樋が一瞬ぬ荷もたれマ前則義珪土亀一寺金額は本体同じ位。

 〃月タ7-r、一
 照霜丸は約ユ000〆(ふ加湿あ)一積んで昨朝入港した

 二凱今朝水揚販売鵬臭1マク・師ゾ平洲予㍗が
 思ったよ靱。

 てラス㌣氷.の叩雫果岬く削らぬと?{.ペチ
 メソトに色ポで従来どお一顧あ米蔵街全部し一て帰っ篶差の
 ことであるが、一そI凱では何の研究。た邑なるま.一。颪蟹氷

 1鮭寺る㍑叶咋むを辛こと神和1∴鮒1賦駿
 一的に実印てみる研坤糊ぬ1や幸二い叩㍗
 雪I高いフラメキヅ氷を穣甘篶が何1二・邑匁・島.ぬ。

 一一38}・・



 出航酬二粥テーτの紬如パ指示す・る必要が.あ房一のか
 ?I〆{
 ちと蓼洲帰港し今早鮎川ドツハニ修鯛た.め興坪し一・
 た歯バの方は・醜続好漁で絢㍑融水・'軌.
 席庁叩頭復命に蝉部長と脇汚綱策委員11坤.
 に州洲本鹿大水産学繍1坤力一を部長か.岬.躯,
 石。I

 タ。月事4目

 ちIど明丸裸拳中二普通一漁の摸棲。

 照敵砥吉仁屋憧錘した資材戦中指坪奄董あ㍉.・
 軍興建琴設計蝸職苧の打合帥抗鵬1係雛築腎シ.}
 製姦郡遠目ツニゼージ製造。一'

 辛出部率離島械セ明細ち麗.停さ・れる郎研・ブザ
 ク会郵二本塩.を代表し袖矯.(昨2一マ日鵬).

 グ0月λ6目

 80.0g一～グ.43-0氷試復棄対軍委員会・館チ.秤.補地の
 鶴池坪入手困難なか鯛候鯛の洲崎町県有壊立邸
 切蝉1軍してふ妄一部㍗・坪蜜解坤し1鯛†奉、
 件一11㍗巧締る;.'と一卒てい辛い舛剛㍗・鐘.
 蔀計・..弾入札)洲二1主行われ声だ㍗・
 ψん平ほ早争て明犀ふ抽予・
 鵜稚卵㌦一率業執右方苧鰍.讐邸開岬者打合せ・
 隼警輝聾岬縄・・瀬物鉦縄試験㍗しらき.イ丸"甲用ヤI
 ついそ徳田部長の了愈を曝た.

 ノ1'0月.2・9目

 パー〃フエ場廃水間題高二.つ小て捧議会汐4ク0から県庁箆一
 一2・会議室で儂§仰だ一∵出庫者純漁連、喝僚漁協.代表者、一.
 騒人氷塵、工学;教育一各字諭代表敬賓、..県翻は部長,課

 長、水産及工細細長録か関係盟坤であ㍗・緒論
 として・対策委貴会を皐駄作って㍗検討青る"こと
 1二律つ㍍・3件'



 沿・岸一部・'、便ぺ

 9月25.目∵三I

 ◎さ㌻なみ脅!4時帰港、ノか野氏潮流計は耳E風強かつ.た一
 ため結果不良一再検討を要す。

 ◎瀕紬拳織叩漁中のちどり丸へ避難を進める・㍗
 .時山川え入港す。

 9月2ブ目

 山川へ.避油中⑳ちと㊧.丸乗組塩田技願よ。連絡あ。砕氷

 榊増準を諌叩今夕㍗舳る.㍗6一㌧,
9月28風'

 中.村宇興邸長平寧縄蝉.l1・㍗て来訪・.綿八叩の一一
 休臓を利肌て枕.崎沖合械漁したいとの趣1胃ゾ様・.
 を紹介し更1二現地調査の土試漁1二踏切靱を付はら興る様一

 要望す。

 タα月タ良

 ダ2毎度†茅二輝成俸先苧地御室亨項目ξ㌧干碑揚ばる、弗
 芦か1二ついてぺ雫貞翻1二よる辞令麗卵繭餓師琴.
 え依頼寺。

 タθ月3目

 亭.バみ号1叩苧調査が終っ叩ト奉っ1及蝉漁誰、
 試剛二鱒き章ろ予定であ㍗が甲板岩言低千冬期骨即
 竿事島二暑ト考線ヰる卵帥脅一㍗・・李隼即早送ダ
 ノ夕月中旬迄養殖部の米之津に蛤けるのり種子場調査・昌子・

 供青るこいし今朝蝸平鹿早島を.出帆青・昨夕品二な?.一
 て強廓注意報が出たので気掛一⑳である。

 80月4Z百

 ◎ちと、丸6時入港.540貢水揚十手d
 明度申市場外季を控え廊売を何時にするか目冷の意見を
 .聞き体.目舳の6日'に販売する有都有利.では.ないかと考

一35一
グノー



 えたが1缶・含他の漁獲輝もあ岬で判断の予銚与えた
 ところちど㊧兎と日噺と合轟の結果本朝売曇有枇航.
 邑の.セあ・る.。

 ノ。月5日

 ◎李一ど・⑫・丸率闘の・手入神・肘㌧

 g続㌶1二練機㍗㌣た坤†
 ン・月6国。=.・

 驚簑幾㌫驚㌫ご㍗!出㍗
 ジ0二月8目

 タ1讐1デ∵㍗∵㍗
 一機関講習テキストのプリントをな青。'

 '0月.1・一3目一一

 漁連幸即〃作職咋雌二島犬会11一出外.準民1の
 イカリφ身をもって康う。

 グ。君ノ5一㌧

 ・岬一丸一夕て雫帰港漁獲萬榊。買一.・.・.
 夕・叶・一吐..
 麗犬沓産坤鯛授紙、鹿克鯛大壷清濁咋㍗
 一け寧係蔀鯛と㍗㌣な†・

 〃ρ.月2タ.日

 1ボド㍗…・雫半㍗手業試叫

一3答.二



 遠一…洋部.二.優㍗
 嘩東支部海1二於けるまぐ糺かじき・.延輝滋叢揮要
 ※概況

 9月・下旬よ蓼小型船1二よ〕操業された屋.久島附近の漁場は

 キハダの好漁が見られている。

 一方策支部海の漁場砥すバの好漁呂二ともなって箪奏にな。
 主目ニマ表ジキとジロカフカジキの精好漁を見ている

 燕各海区⑳漁況

8)屋久島海区

 屋久'島の蘭方約8～85浬附近1二で使用つ④もの一村3
 00～40本の小型船.加好漁の蘭で'キハダ70尾.普

 通2～μ尾の漁をなしている。間この海区で惚他⑳上

 物の漁獲は全然みられ一ない。ナメほ2～3尾漁事き砕

 ている。

 叉この海域で獲れるキハダの体長ほ800肋.}タ50.

 榊で体長タ20脇体重タ。貫内外⑳中型キハダである。

 2)N30～38度瓦827～82-8麓の海域一

 調査船∴=隻州一回操業しただけであ島舳寺か1ニキー
 グ〃尾.マカジキ8尾すメ3尾の漁を見ただげである。

 3)N29蜜～旨0魔瓦ノ26～827度の海域

 この海区邑操繋船タ室4回の擬業であるがバショウカ

 ジキ1坦尾でちよ5獲率エ89の高率を冠でいる。其

 の伯マカジキ2尾(0.55%)㌣.1コカジキ3尾(α8
 3%)一サメク8尾(ユ4μ%)となっている・

 払)N29～30度瓦824～グ26度卵海域

 策支部海の†バ漁場がこの海城で好漁夫。見るよ5岳二な
 つ榊嘩網漁況も活発とな.つて来承己の海域の主
 な漁獲は二カジキと印カジキでみも高率牽示して
 Iいる。

 一3ラし



 春1楠みんよ1錘戦示すと次表の適サーで争糺

       樽籠藏蓋鷲烹二1箇1
       !,       メカジキ!α02一竺へ1は一タ4
       マーカジキ些、ヲ!06'1∠997α仏2       シロカワ8汐22火26脇体
       。クロカス20.05仏0.29貰y

       バセウ1辺0-3'4一.一1〉。
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 一尚この海榊魚体
 竺釘1は市1で俸干

 タ40欄^～〃80

 物体軍8貫"μ
 貰y甲.カフで年長
 1㍑。倣榊と。
 180つ倣内タドのもの

 舳予、き㍗い㍍
 東支細ま・㍑かじき醒纐漁汝図(〃畔1)

 .1I一繍査船数6麦

 zア
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 ・'…一拗ちよラ獲塞紬0g%雌999肺の甑
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 製造一協・一便一悔

 〆0月ノ国"ラし蜘ツー沌一ジ製造開始

 漸く製品・の保蔵に自信を得たので、今期から該製造の本旨
 である主原料魚の骨分を混合するこどほなる一

 本壷課の岩元技師、嗣田技師の勤勉と熱意に威謝青る
40月9!0.8疋国

 第手吏部貫目本氷壁学会萩獺犬会1二出席。

 本場の金看敬で、眸年来研賛してい一るビタミンlB82⑳研

 一突徐発表す。勿論こい二いたるまで1ま鹿大水藍学部の完壁

 な御指導の趨であるが前途1二遠大な期待が持たれるよラ1二一

なった.

 ∫o月80風

 発注中の「ス攻ツファーjが着荷甘青,軌道岳二のってきた

 〃ラしおソーセージ〃製造1二支障があるので重ねてメー力
 ㌔良

 一側1二信義を兵1二しないよ5繍士酌牢人島静な寺。

 タ0.月8ノ～46.題塩干魚油焼防止試験

 さきに谷蠣町加工鯉含加ら「油焼防止資料出晶方⑳倣頼」

 に応えるため、これ雲行う。

 ノ0月46百一ぶ・

 市販魚中丁㌣州歯筒研究会及成分・析
 県漁遺業務部及池水産kkと合同で市販ツーゼニジ古義静

 対象1二審康,色.琢、その池の他事檎査を含めた5官検査

 (化学検査本目躍婚)を行5。

 本'場のラし缶ツーセージは逐次著名品.と同じ香味となって

 着たが,足と唱択漉尚これに及ばない観察を緯た、…

 .これば根本的に主原券キの無季重が異っている関イ系と見てよし、

 ものだろラ加・'・1

 40月ノ9目功工原料魚の入手、不如窟と供給不足

 5しおソーセージは運動会や遠足など時期働影響か、宣伝
一39口



 が効星・たか;.泰目漁連ξ興水産か喝増産督励を1う吟るけれ
 ど春慶下賜賓期の原料人手雑で拍車をか嫁高れぬ窮態、止

 静旗く費《ない嬢繕魚静主原料蒔二使用寺ること蔓二し歯。

 タ妙黛易箪昌魚肉繰取機の性能紅。識る

 ラも蜘ヅーセーヅ襲創二本目加ら魚肉採取機(浴1ニガツチヤ

 ㌘ブと恥う。)弗使用与る。魚肉仰採取効率降良好で操作
 繋擬畜鑑航るで尋ろラが操精肉の永綴Φ加減を拾うそか1二

 1で養癒トことお釦つ荒O

 ・養殖一都・便り

 ヲ恩亙身踵放オ鷺鍾畜.帝鮎デイラ・ピアがふ化して口中の稚魚(3秘禰)

 。壷滋き腿骨卦織革θ数尾、観⑳周堕から離純ない。チヨツト

 驚伽希と珊窺慰大急.ぎで吸込籔よう1二稚魚静口⑳中.1二人れ

 届・鰯瀞面白伽。黒簾貫核。入終了。.

 ?鰯彊響・嚢1用厩⑳激闘観測実施。快晴で絶好の翻測冒和だ。

 宇窃孜蒔加.募鋤ノ2時間瑚測だが,の靱養殖1ま適当な予闘

 騒闘堵～遡鰭1願3ρ分の潮位線帯出養ねぱなちない仕事だ。

 愈曙跡香瞳繋曹番この観測をやる熱意が欲しい。

 8岳穏2辺幅一一天降州口よ,靱沖ぞ、さyなみ索使用し水質調

 養一躍免萬彊援鰯墨痂。海溝稚あゆ採捕⑭ことで部長牛根出

 ・蟹。番緊禰蔭麗で1二実施され肌・系.婁で、本県1t遅まきな

 蜘伝髪施凄榊訂蓮庶喜ばしい。

 .師馳5冒旋之溝の前さくさの④養殖指導ρため永山技師本

 蟹よ優20廣簡駐在

 70周39き普底みの④漁場調査指導のため米之津へ午前4時

 鎚航。

 ノ0月5日本集度坪突川及の望の養殖場所撰定の為現場調査。

 先般産卵⑳ティラピアが2度目の産卵絢30日肩だρ

40一



編集後記

 本邸二一つの壊囲炉あ㍍猛ネオ猛にして組愈密好

 む。いつ頃から定'窮してしまったのかは痴ら控いが

 一種族を柘成した。彼等は一一入で一冨米一升を食う

 恐るぐき民族である旦
 そδ名を群火(むらび)何人と呼び俗稔蜜次試チョ
 ソガr会と呼称する。・一・1一

 総勢ノ0答(内紅2.煮)常百二金運豆二恵Iまれ寺.前借で

 集団移動(一欄光擁行)を試みることも義る。

 金按界をフウビする民族復興独立主義運動1二呼応し、

 たわj付で目あ為Iまいが去るグ0月ア9国初あ二民族・祭
 典密挙行一した。'議論沸騰遂1二一つの緒論を得た」一

 衆讃r決やろうとい5わけで来月一号から・rうし

 お」の熟螢編一幕発行一切の責任をもって頑張ポこ一と

 にな.つ.た。我々はこぬ壮挙畳二双手を謹げて拍手禁送
 勒た己㍉`そしてそれぞれの群火が相寄って一つの亘

 火とな')て本場⑳行手Iを照らしてくれることを期待
 してやまない。

叉木


